
倉敷青陵高校 同窓会本部総会ご案内
令和８（2026）年８月２日（日）

　毎年夏恒例の倉敷青陵高校同窓会本部総会を下記の要領で開催します。先年のコロナ禍もあり、参
加者が年々減少傾向にあります。特に40期以降の卒業生のご参加を期待しています。お誘い合わせの
上、ご参集くだされば幸いです。

記

　＊日　　時　　令和８（2026）年８月２日（日）午前10時から
　＊会　　場　　倉敷市本町　倉敷アイビースクエア
　＊会　　費　　６０００円（チケット制、当日券あり）
　＊当番幹事　　９と０の期
　　〈�チケットは各期の理事・評議員または同窓会本部事務局（086－422－8001 青陵高校）の 　　

同窓会係へ直接お問い合わせください〉

東京青陵会
６月６日（土）午後２時～
東京・ホテルルポール麹町

九州青陵会
11月14日（土）午後１時～
ソラリア西鉄ホテル福岡

近畿青陵会
５月24日（日）正午～
ＫＫＲホテル大阪

同 窓 会 だ よ り

令和７年12月25日発行岡山県立倉敷青陵高等学校同窓会

第57号
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同
窓
生
の
皆
様
に
は
益
々
ご
健
勝
の
こ
と
と
お
慶
び
申
し

上
げ
ま
す
。ま
た
、
平
素
よ
り
青
陵
高
校
に
ご
支
援
と
ご
協
力

を
賜
り
心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　

私
は
令
和
６
年
度
に
教
頭
と
し
て
赴
任
し
ま
し
た
。伝
統

あ
る
青
陵
高
校
の
一
員
と
し
て
、
様
々
な
活
動
に
関
わ
ら
せ

て
い
た
だ
き
、日
々
驚
き
と
感
動
を
味
わ
っ
て
お
り
ま
す
。

　

今
、
青
陵
高
校
は
、
生
徒
の
皆
さ
ん
が「
高
質
な
学
力
」を
身
に
着
け
、
将
来
、

地
域
社
会
や
国
際
社
会
で
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
活
躍
す
る
た
め
に
、
文
部
科
学
省
の

採
択
を
受
け
た
D
X
ハ
イ
ス
ク
ー
ル
事
業
を
始
め
と
し
て
、
様
々
な
取
り
組
み
を

行
っ
て
お
り
ま
す
。

　

今
後
も「
永
遠
の
理
想
」を
追
求
し
続
け
る
青
陵
高
校
へ
の
変
わ
ら
ぬ
ご
支
援

と
ご
協
力
、そ
し
て
ご
声
援
を
賜
り
ま
す
よ
う
、よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

教
頭	

岡
野  
太
郎

　同窓生の皆様には、平素から同窓会活動にご理解
とご協力を賜り、心から感謝申し上げます。

　この度、前会長岡田展弘氏の後を受
け会長に就任しました35期の德田政
太郎でございます。各界でご活躍の諸
先輩がおられる中での大役に、身の引
き締まる思いがしております。
　わが同窓会は歴代会長・役員をはじ

め多くの皆様のご尽力により充実発展してまいりま
した。しかし時代の変化の中で、情報発信の在り方や
若い世代の同窓会離れなど幾つかの課題を抱えてい
ることも事実です。同窓会が、これからも同窓生相
互、そして同窓生と母校を繋ぎ続けていけるよう、微
力ながら誠心誠意努力する所存です。
　皆様のご支援とご協力を宜しくお願いいたします。

母校と同窓生の絆  さらに深化

同窓会会長　德田  政太郎 （35期）

　[略　歴]　とくだ・のぶたろう　岡山県庁から鴨方町役
場（現浅口市役所）へ入り企画財政部長を最後に退職。
現在は玉島精機㈱勤務。本部同窓会副会長を５期務めた。
在学中は剣道部から社会科学研究部。倉敷市在住。

国
際
社
会
の
リ
ー
ダ
ー
を
育
成

　
「
久
し
ぶ
り
じ
ゃ
な
あ
」

－

。
連
日

40
度
超
え
の
暑
さ
の
続
く
中
、
倉
敷
市

内
外
か
ら
例
年
並
み
に
卒
業

生
約
2
0
0
人
が
集
い
ま
し

た
。
永
井
裕
（
19
期
）、
土

家
槇
夫
の
お
２
人
の
校
長
Ｏ

Ｂ
に
も
臨
席
い
た

だ
き
ま
し
た
。

　

総
会
で
は
岡
田

展
弘
会
長
（
25

期
）、
泉
浩
明
校

長
（
名
誉
会
長
）

の
あ
い
さ
つ
に

続
き
、
前
年
度
の

行
事
、
決
算
・
会

計
監
査
報
告
、
令

和
７
年
度
の
行

事
、
予
算
案
を
、
い
ず
れ

も
承
認
し
ま
し
た
。
役
員

改
選
で
は
４
期
８
年
務
め

た
岡
田
会
長
が
退
任
、
德

田
政
太
郎
副
会
長
（
35
期
）

の
会
長
案
、
さ
ら
に
来
期

か
ら
の
総
会
会
費
6
0
0
0

円
（
現
行
4
0
0
0
円
）
値

上
案
を
い
ず
れ
も
承
認
し
ま

し
た
。

　

顧
問
と
な
っ
た
岡
田
前
会

長
に
花
束
が
贈
ら
れ
、
５
代

目
会
長
の
德
田
さ
ん
が
、「
若

い
世
代
の
参
加
促
進
な
ど
課

題
を
抱
え
て
い
ま
す
が
、
歴
代
会
長
の

取
り
組
み
を
基
礎
に
同
窓
会
の
発
展
を

全
力
で
考
え
て
い
き
た
い
」
と
抱
負
を

述
べ
ま
し
た
。

　

続
く
懇
親
会
は
、年
長
の
当
番
幹
事
・

遠
藤
堯
之
さ
ん
（
８
期
）
の
発
声
で
乾

杯
、
開
宴
し
ま
し
た
。
ミ
ニ
コ
ン
サ
ー

ト
が
あ
り
、
前
年
ま
で
倉
敷
市
副
市

長
を
務
め
た
原
孝
吏

（
た
か
し
）
さ
ん
（
28

期
）
が
ビ
ー
ト
ル
ズ

の
ヒ
ッ
ト
ナ
ン
バ
ー

「
レ
ッ
ト
・
イ
ッ
ト
・

ビ
ー
」
を
ソ
ロ
演
奏

し
、
友
人
夫
妻
が
本

場
の
フ
ラ
メ
ン
コ
ギ

タ
ー
と
ダ
ン
ス
を
披

露
、
会
場
を
一
気
に

和
ま
せ
て

く
れ
ま
し

た
。

　

来
賓
の

東
京
、
近

畿
、
九
州

の
各
青
陵

会
会
長
の
活
動
状
況
も
聞
き
ま
し
た
。

テ
ー
ブ
ル
は
ほ
ぼ
同
期
単
位
で
配
置

さ
れ
、
さ
な
が
ら
同
期
会
の
雰
囲
気
が

あ
り
最
後
ま
で
暑
さ
を
吹
き
飛
ば
す

よ
う
な
盛
り
上
が
り
で
し
た
。

□
…
理
事
に
佐
々
木
久
美
子
さ
ん
（
36
期
）

と
柴
田
（
旧
姓
逸
見
）
道
子
さ
ん
＝
55
期

＝
を
選
任
し
ま
し
た
／
当
番
幹
事
の
８
期
、

18
期
、
27
期
、
28
期
、
38
期
の
皆
さ
ん
、

ご
苦
労
さ
ま
で
し
た
。

〈表紙の作品〉　この道30年の磁器作家・木村知子さん（40
期）の近作「呉須絵花文（かもん）蓋物」（第68回日本伝統
工芸中国展日本工芸会中国支部長賞受賞）。木村さんは倉

敷市生まれ。高知大学教育学部特設美術工芸課程（木工）
を卒業、岡山県立大学大学院デザイン学研究科工芸工業

（セラミック）を修了。田部美術館「茶の湯の造形展」入
選２回、倉敷市文化連盟奨励賞など受賞多数。年１、２回、
倉敷や岡山、東京で個展。現在、日本工芸会正会員。

磁器作家・木村知子さん（　）の近作40
期

ギターをソロ演奏
する原孝吏さん

勢いよく乾杯する参加者

ご あ い さ つ

同
窓
会
本
部
総
会

（
令
和
７
年
８
月
３
日
、

倉
敷
ア
イ
ビ
ー
ス
ク
エ
ア

）

５代目会長に德田政太郎さん（35期）200人
参 加
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　元在職教員村上裕亮（ゆうすけ）さん（59期）＝鴨
方高校教諭＝が、貨幣の収集・研究専門誌『収集』
2025年５月号から５回にわたり研究論文を発表し
ました。
　村上さんは古銭収集歴４年になり、江戸後期の
銀貨「天保一分銀（いちぶぎん）」を好んで収集してい
ます。今回の論文は現物購入やネットの画像検索
により1000枚近い一分銀を詳細に分析した結果で
す。
　５月号は「天保一分銀『表（おもて）Ｔ（分類記号）』
書体に関する分類と考察」と題して３ページにわたり

天保一分銀の文字部分に関する考察をまとめてい
ます。
　同じ天保一分銀でも、「銀」の文字の金偏（かねへん）
部分の「へ山銀」と「人山銀」、書体の「大字」と
「小字」の違いがあり、さらに裏面の書体について
細かく点検、分かりやすい写真も付けています。
　「論文はまだ序論。次の連載予定もあります」と
いう村上さんは、「青陵時代に培った勉強の姿勢が
役に立っていますね」と、手応えを感じています。

　

第
16
回
総
会
を
開
き
ま

し
た
。
本
部
同
窓
会
か
ら

德
田
新
会
長
、
泉
校
長
、

事
務
局
・
林
先
生
と
九
州

の
卒
業
生
ら
計
13
人
が
参

加
し
ま
し
た
。
こ
の
う
ち

２
人
は
学
生
で
、
九
州
大

学
の
院
生
と
長
崎
大
学
の

１
年
生
で
す
。「
長
崎
大
学

か
ら
は
初
め
て
」（
加
藤
会

長
）
だ
そ
う
で
す
。
20
年

ぶ
り
に
来
て
く
れ
た
福
岡

の
女
性
も
含
め
、
お
互
い

が
近
況
報
告
、
和
や
か
な

会
に
な
り
ま
し
た
。

参
加
し
た
九
州
青
陵
会
メ
ン
バ
ー
ら

　

総
会
議
案
の
中
で
総
会
会
費
の
値
上
げ
案
が
提
案

さ
れ
ま
し
た
が
、
原
案
通
り
6
0
0
0
円
（
現
行

4
0
0
0
円
）
で
承
認
さ
れ
ま
し
た
。
値
上
げ
は
５

年
ぶ
り
で
す
。

　
「
懇
親
会
の
料
理
が
少
な
い
」
と
い
う
指
摘
に
対
応

し
た
も
の
で
、
理
事
会
で
執
行
部
は
当
初
8
0
0
0

円
を
提
案
し
ま
し
た
が
、「
当
番
幹
事
の
折
、（
値
段

が
高
く
て
）
同
期
を
誘
い
に
く
い
」「
参
加
者
が
減
る
」

な
ど
の
意
見
が
出
て
6
0
0
0
円
案
に
落
ち
着
き
ま

し
た
。

　

驚
異
的
な
物
価
高
の
時
代
、
今
後
も
同
じ
よ
う
な

案
件
が
発
生
す
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
、「
懇
親
会
の
在

り
方
を
見
直
し
た
ら
」
と
い
う
意
見
も
出
ま
し
た
。

料
理
の
充
実
へ

総
会
会
費
6000
円
に

　令和７年５月の叙位叙勲で、青陵高
校第15代校長・鴨頭（かもがしら）脩先生
が従五位を受章しました。平成９年に

成羽高（のち合併）校長から着任、３年間在任しまし
た。令和７年４月12日に85歳で逝去されました。

　同校長は退任前後、校訓となった「文武不岐」を提
唱、創立100周年に向けた記念事業の一環として「卒
業生の著作物を集めよう」と提案、図書館に「卒業生
著作物コーナー」が設けられました。現在では100冊
を超える寄贈本があります。

第15代校長  故鴨頭脩先生に従五位

叙　叙　
　

勲

　

勲

元在職教員  村上裕亮さん（59期）

村上裕亮さんが専門誌に連載した古
銭の研究論文＝『収集』より

九 州 青 陵 会

初
の
長
崎
大
生
、20
年
ぶ
り
の
女
性
も

「文武不岐」提唱、OB著作物収集提案

（令和７年11月８日、
ソラリア西鉄ホテル福岡）

古
銭
の
研
究
論
文
を
専
門
誌
に
連
載
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総
会
に
は
、
来
賓
を
含
め
昨

年
よ
り
10
人
多
い
計
70
人
の

方
々
に
ご
出
席
い
た
だ
き
、
大

変
賑
や
か
な
会
と
な
り
ま
し
た
。

ご
臨
席
い
た
だ
い
た
泉
校
長
、

武
部
本
部
同
窓
会
副
会
長
、
倉

敷
市
東
京
事
務
所
の
木
村
所
長
、

本
部
同
窓
会
事
務
局
の
林
先
生
、

そ
し
て
ご
参
加
く
だ
さ
っ
た
東

京
青
陵
会
の
皆
様
に
心
よ
り
お

礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　

会
場
で
は
、
料
理
を
楽
し
み

な
が
ら
、
あ
ち
ら
こ
ち
ら
で
旧

交
を
温
め
る
会
話
が
弾
み
、
和

や
か
で
楽
し
い
時
間
が
あ
っ
と

い
う
間
に
過
ぎ
て
い
き
ま
し
た
。

　

元
応
援
団
長
の
武
本
東
京
青

陵
会
顧
問
（
25
期
）
に
よ
る
演

舞
に
合
わ
せ
た
校
歌
斉
唱
、
恒

例
の
集
合
写
真
撮
影
も
あ
り
、

再
会
を
誓
い
合
っ
て
お
開
き

と
な
り
ま
し
た
。

　

な
お
、
昨
年
度
よ
り
、
総

会
・
懇
親
会
の
ご
案
内
や
出
欠

確
認
は
電
子
メ
ー
ル
お
よ
び
東

京
青
陵
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
通

じ
て
行
っ
て
い
ま
す
。

　

関
東
近
郊
に
お
住
ま
い
で
、

ま
だ
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
を
登
録

さ
れ
て
い
な
い
方
は
、
東
京
青

陵
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（https://

tokyo-seiryo.jp

）
に
ア
ク
セ
ス

し
、
ト
ッ
プ
ペ
ー
ジ
の
「
メ
ー

ル
ア
ド
レ
ス
の
ご
登
録
な
ら
び

に
ご
連
絡
・
お
問
合
せ
は
こ
ち

ら
か
ら
」
と
書
か
れ
た
バ
ナ
ー

よ
り
登
録
を
お
願
い
し
ま
す
。

今
後
は
電
子
メ
ー
ル
で
ご
案
内

を
お
届
け
し
ま
す
。

　

令
和
８
年
度
の
総
会
・
懇
親

会
は
、
2
0
2
6
年
６
月
６
日

（
土
）
午
後
２
時
よ
り
「
ル
ポ
ー

ル
麹
町
」
で
開
催
す
る
方
向
で

調
整
中
で
す
。
皆
様
と
お
目
に

か
か
れ
る
の
を
楽
し
み
に
し
て

い
ま
す
。

理
事　

中
　
村
　
弘
（
29
期
）

　総会出席者数　ＭＶＰは28期！　令和７年２月、
東京青陵会事務局から最近の総会参加に関する統計
資料（令和５、６年度）が送られてきました。
　それによると、会員名簿は平成27年度には2252
人いましたが、８年後の令和５年度には1481人と
35％も減りました。内訳は東京都が一番多く473
人と32%を占め、神奈川、千葉、埼玉の１都３県で
88％です。静岡、茨城、栃木、群馬、山梨など関東
近辺にもいます。
　総会出席者は令和５年度の90人に対し６年度は55
人と40％も急減しました。事務局によると、原因の
一つを「総会案内を郵送から電子メールに切り替え
た最初の年で周知不足があったかもしれません」と
分析しています。

　卒業期別では28期の参加者が最多
です。28期は両年度とも最多の11人
が参加、会費納入のみの人も２年で

計12人います。活動をしっかり支えているようです。
21期、35期がこれに続きます。
　卒業期１けたから18期までの会員が高齢化により
参加者が減り、41期以降はゼロに近い状態です。活
動は実質的に19期（76歳）から40期（55歳）の22
年間の卒業生です。かなりの高齢化ですが、41期以
降の参加が今後の願いです。
　この現象は東京青陵会だけでなく、本部、近畿、
九州の各同窓会の共通の悩みでもあります。

（編集室）
□…資料提供：日岡秀和事務局長（30期）

 東京青陵会出席 ＭＶＰは28期！

メ
ー
ル
案
内
２
年
目　

　
　

10
人
増
え
70
人
参
加

ア
ド
レ
ス
登
録
を

再
会
を
喜
び
合
っ
た
東
京
青
陵
会
総
会
参
加

者
＝
ル
ポ
ー
ル
麹
町

（
　
　
　
）

令
和
７
年
６
月
７
日
、

東
京
・
ホ
テ
ル
ル
ポ
ー
ル
麹
町

東
京
青
陵
会

直近
２年 41期以降ゼロに近い状態
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　約160の国と地域が参加した世紀の
イベント、大阪・関西万博が令和７年
４月から10月まで大阪市・夢洲（ゆめし
ま）で開かれ、期間中、国内外から2500万人超が訪れ、
地球の未来像と思い出を心に残して閉幕しました。
　青陵関係者も取材活動、イベント参加などで万博の
盛り上げにひと役買いました。主な人を紹介します。
　山陽新聞大阪支社長・中田信治（のぶはる）記者（37期）
＝写真＝は期間中、岡山県観光キャンペーンや万博ポ
スターコンテストなど10件を取材して記事化、紙面を
飾りました。

　「世界的なイ
ベント取材は
初めてで、高揚
感がありまし
たね。岡山関係
のイベントを
中心にした楽
しい取材活動
でした」と振り
返っています。

　　青陵時代は柔道部で初段です。長男昂（たか）宏さん
（73期）は陸上競技部の短距離選手として活躍しました。
　日本書芸院常務理事・澤田虚遊（眞示）先生＝21期＝
は、５月の「未来へつなぐ日本の書」という同書芸院主
催のイベントに参加しました。
　全国の書道家に交じり岡山県書道連盟の書家約30
人の一員として５日間、同書芸院の正副理事長らの即
興揮毫にスタッフとして協力、サポートしました。
　「私のパフォーマンス？　いやいや朝から夕方まで
会場設営や揮毫準備ですよ。パフォーマンスをしたの
は日本書芸院の〝大先生〟（正副理事長）たちです。万博
の雰囲気は味わえました」と、苦笑いしていました。
　澤田さんは本紙の題字『青陵』揮毫者で、早島町で
（一財）関西書芸院を運営しています。青陵時代は山岳
部でした。

　

母
校
の
泉
校
長
を
は
じ
め
、
小
銭
本
部
同

窓
会
副
会
長
、
事
務
局
の
林
先
生
を
お
迎
え

し
、
最
年
長
７
期
卒
業
の
小
西
忠
明
さ
ん
以

下
、
総
勢
54
人
の
方
々
の
参
加
を
頂
い
て
の

開
催
と
な
り
ま
し
た
。
朝
方
は
前
日
か
ら
の

雨
で
欠
席
者
を
心
配
し
ま
し
た

が
、
ご
連
絡
を
頂
い
た
全
員
の

方
が
来
場
、
盛
大
な
会
に
な
り

ま
し
た
。

　

泉
校
長
か
ら
の
母
校
の
近
況
で
は
、
少
子

化
で
県
内
の
高
校
の
生
徒
数
が
減
っ
て
い
る

こ
と
、
厳
し
い
状
況
の
も
と
で
も
青
陵
高
校

は
先
進
的
学
習
に
取
り
組
む
環
境
に
あ
る
と

の
話
を
伺
い
ま
し
た
。「
へ
ぇ
〜
」「
そ
う
な

ん
だ
」
の
声
が
各
テ
ー
ブ
ル
か
ら
上
が
り
、

多
く
の
方
が
母
校
の
躍
進
に
改
め
て
誇
り
と

期
待
を
持
っ
た
様
子
。小
銭
副
会
長
か
ら
は
、

近
畿
青
陵
会
会
員
の
９
期
石
部
修
平
さ
ん
が

今
年
春
の
叙
勲
で
旭
日
双
光
章
を
受
章
さ
れ

た
こ
と
も
紹
介
し
て
頂
き
ま
し
た
。

　

今
回
が
初
め
て
の
会
場
と
な
っ
た
シ
ェ
ラ

ト
ン
都
ホ
テ
ル
大
阪
の
ご
厚
意
で
、
歓
談
時

間
を
従
来
よ
り
も
長
く
設
定
、
久
し
ぶ
り
に

会
う
同
級
生
や
先
輩
、
後
輩
の
間
で
和
や
か

に
語
ら
い
、
再
会
を
楽
し
む
時
間
を
過
ご
す

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
各
テ
ー
ブ
ル
の
代
表

者
ス
ピ
ー
チ
で
は
、小
西
さ
ん
が
ハ
ン
ド
ボ
ー

ル
に
打
ち
込
ん
だ
話
、
サ
ッ
カ
ー

の
話
、
近
隣
で
飼
わ
れ
て
い
る
ヤ

ギ
の
話
な
ど
、
笑
い
の
絶
え
な
い

時
間
と
な
り
ま
し
た
。

　

全
員
で
校
歌
斉
唱
す
る
頃
に
は
雨
も
す
っ

か
り
上
が
り
、気
持
ち
良
い
初
夏
に
戻
る
中
、

「
ま
た
来
年
」
を
誓
い
つ
つ
、
皆
さ
ん
無
事
に

お
帰
り
頂
き
ま
し
た
。

部
活
、受
章 
54
人
和
や
か
に
歓
談

関西万博で活躍取
材
・
中
田
信
治
さ
ん

（
37  

期
）　

行
事
支
援
・
澤
田
虚
遊
さ
ん

（
21  

期
）　

１年ぶりの再会で盛り上がった近畿青陵会総会＝シェラトン都ホテル大阪

山
陽
新
聞
に
掲
載
さ
れ
た
中
田

信
治
記
者
の
記
事
＝
令
和
７
年

７
月
20
日
付

近 畿　　
　 青 陵 会
（令和７年５月25日、

シェラトン都ホテル大阪）

幹　　事

三  宅  久  裕
（28 期）
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倉
敷
市
を
舞
台
に
製
作
を
進
め
た
映
画
『
蔵
の
あ

る
街
』（
平
松
恵
美
子
監
督
＝
倉
敷
南
高
出
身
）
が

完
成
、
令
和
７
年
７
月
に
倉
敷
で
先
行
上
映
、
８
月

に
全
国
公
開
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
映
画
の
製
作
実
行
委
員
会
会
長
に
、
10
期
の

岡
荘
一
郎
さ
ん
＝
倉
敷
製
帽
㈱
会
長
＝
、
代
表
理
事

に
平
松
監
督
の
中
学
時
代
の
同
級
生
で
、
37
期
の
渡

邉
一
司
さ
ん
＝
㈲
八
幸
社
長
＝

が
参
加
、
中
心
的
な
役
割
を
担

い
ま
し
た
。

　

さ
ら
に
、
２

人
の
母
校
で
あ

る
青
陵
高
校
が

ロ
ケ
地
の
一
つ

に
選
ば
れ
ま
し

た
。
映
画
の
ロ

ケ
地
に
青
陵
が

選
ば
れ
た
の
は

初
め
て
か
も
し

れ
ま
せ
ん
。

　

映
画
は
自
閉
症
の
兄
を
サ
ポ
ー

ト
す
る
ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ
ー
の
友
達

を
元
気
づ
け
る
た
め
、
美
観
地
区

の
鶴
形
山
か
ら
花
火
を
打
ち
上
げ

よ
う
と
奔
走
す
る
高
校
生
た
ち
を

描
い
て
い
ま
す
。

　

３
年
が
か
り
で
完
成
し
た
映
画
は
1
0
0
分
に
ま

と
め
ら
れ
ま
し
た
。
こ
の
中
に
青
陵
高
校
美
術
教
室

が
登
場
し
ま
し
た
。
同
６
年
７
月
25
日
に
行
わ
れ
た

撮
影
で
、
主
役
の
紅
子
が
一
度
は
あ
き
ら
め
か
け
た

絵
の
道
へ
進
む
決
断
を
美
術
教
師
に
告
げ
る
シ
ー
ン

で
し
た
。
こ
の
シ
ー
ン
は
映
画
の
冒
頭
と
真
ん
中
あ

た
り
に
編
集

さ
れ
て
い
ま

し
た
。

　

岡
さ
ん
と

渡
邉
さ
ん

は
「
主
に

資
金
集
め
を

や
り
ま
し

た
。
ゼ
ロ
か

ら
の
ス
タ
ー

ト
で
、
最
初

3
0
0
0
万

円
の
予
定
が

１
億
円
に
膨
ら
ん
で
大
変
だ
っ
た
ん
で
す
が
、
倉
敷

市
や
倉
敷
、
岡
山
の
企
業
を
回
っ
て
お
願
い
し
ま
し

た
。
映
画
は
い
い
出
来
栄
え
で
す
。
多
く
の
人
に
見

て
も
ら
っ
て
、
ぜ
ひ
倉
敷
に
来
て
ほ
し
い
で
す
ね
」

と
期
待
し
て
い
ま
し
た
。□

…
渡
邉
一
司
さ
ん
は
青
陵
時

代
、
野
球
部
で
し
た
／
本
稿
の

一
部
は
令
和
６
年
４
月
11
日
付
、

７
月
18
日
付
山
陽
新
聞
を
参
考

に
し
ま
し
た
。

　母国のウクライ
ナが戦禍で苦境に
ありますが、ウク
ライナ人を母にも
つ73期生・沖ア
ンナ（杏奈）さん
＝鳥取大生＝らと
民族交流しよう－
と、倉敷東ロータ
リークラブが主催
して令和６年９月
15日、倉敷アイ
ビースクエアでイ
ベントが開かれ、
市民や県内に避難
するウクライナ人ら約100人が参加しました。
　イベントでは地元高校生らがウクライナの民族衣
装を着て会場内をウオーク、華やかなファッション
ショーが繰り広げられました。さらに、アンナさん
はウクライナの唄を熱唱、琵琶に似た民族楽器バン

ドゥーラを演奏しました。
　ファッションショーには青
陵高校のダンス同好会11人が
出場、３人がイベントのサポー
トをするなど、大いに協力し
て会を盛り上げました。
　同ロータリークラブが人道
支援活動と高校生の平和教育
を狙いに初開催したもので、
遠藤堯之さん（８期）らが会
員として活動しています。
　倉敷生まれのアンナさんの

父がウクライナに日
本語の先生として赴

任、現地女性と知り合い結婚して帰郷、一家は倉敷
に住んでいます。
　アンナさん母子は「皆様のご協力で少しでもウク
ライナという国を知っていただければうれしいです」
と感謝していました。

ウクライナゆかり  沖アンナ（杏奈）さん＝73期

『蔵の　ある　街』　公開倉
敷  

が  
舞
台  

の  

映
画

ロ
ケ
地
青
陵  

冒
頭
い
き
な
り
美
術
教
室

　
ウ
ク
ラ
イ
ナ
と
は　

東
欧
に
位
置
す
る
旧
ソ
連

か
ら
独
立
し
た
共
和
国
。
首
都
キ
ー
ウ
。
人
口
約

4
1
6
0
万
人
。
世
界
有
数
の
穀
倉
地
帯
と
し
て
有

名
だ
が
、
2
0
2
2
年
２
月
に
始
ま
っ
た
ロ
シ
ア
の

ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵
攻
に
よ
り
両
国
は
戦
争
状
態
に
あ

る
。
ロ
シ
ア
の
海
上
封
鎖
に
よ
り
小
麦
や
ト
ウ
モ
ロ

コ
シ
な
ど
の
穀
物
輸
出
が
厳
し
く
、
世
界
的
な
供
給

不
足
と
な
っ
て
い
る
。

ウ
ク
ラ
イ
ナ
の
民
族
楽
器
を
演
奏
す
る
沖

ア
ン
ナ
さ
ん（
倉
敷
東
ロ
ー
タ
リ
ー
ク
ラ

ブ
提
供
）＝
倉
敷
ア
イ
ビ
ー
ス
ク
エ
ア

岡荘一郎さん渡邉一司さん

青陵高校美術教室で映画ロケの設営を
する関係者＝令和６年７月25日

交流イベントで民族楽器演奏交流イベントで民族楽器演奏

岡
荘
一
郎
さ
ん
（
10
期
）、
渡
邉
一
司
さ
ん
（
37
期
）  

製
作
に
貢
献
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令
和
７
年
１
月
４
日
に
倉
敷
ア
イ
ビ
ー
ス

ク
エ
ア
で
、
卒
業
後
初
め
て
開
き
ま

し
た
。学
年
団
の
恩
師
８
人
と
同
窓
生

1
5
9
人
の
計
1
6
7
人
が
参
加
し

ま
し
た
。５
割
と
い
う
高
い
出
席
率

で
、
地
元
は
も
ち
ろ
ん
東
京
や
関
西
、

四
国
、
山
口
な
ど
か
ら
来
て
く
れ
ま
し

た
。卒
業
間
近
の
大
学
４
年
生
が
多

く
、
在
学
中
は
海
外
旅
行
や
留
学
を
経

験
、
充
実
し
た
学
生
生
活
を
送
っ
た
よ

う
で
す
。さ
ら
に
就
職
や
進
学
の
話
で

盛
り
上
が
り
ま
し
た
。就
職
は
公
務
員

や
教
員
、
民
間
会
社
な
ど
多
彩
、
大
学

院
進
学
者
も
い
ま
す
。全
員
で
ビ
ン
ゴ

ゲ
ー
ム
を
楽
し
み
、
最
後
に
先
生
方
に

花
束
を
贈
呈
し
ま
し
た
。次
回
の
こ
と

は
具
体
化
し
て
い
ま
せ
ん
が
、
い
ず
れ

必
ず
や
り
ま
す
よ
。�

（
佐
藤
亜
弥
）

　

令
和
６
年
度
の
倉
敷
市

文
化
章
を
、
こ
の
道
ひ
と

す
じ
吹
奏
楽
60
年
の
キ
ャ

リ
ア
を
誇
る
元
岡
山
県
吹

奏
楽
連
盟
理
事
長
・
佐
藤

道
郎（
み
ち
ろ
う
）さ
ん（
22
期
）

が
受
章
し
ま

し
た
。

　

も
と
も
と
音
楽

が
好
き
で
中
学
で

吹
奏
楽
部
に
入
部
、
ト

ロ
ン
ボ
ー
ン
を
担
当
し

た
の
が
き
っ
か
け
で
し

た
。
青
陵
で
は
も
ち
ろ

ん
吹
奏
楽
部
で
活
動
、

青
陵
祭
で
は
ス
テ
ー
ジ

発
表
し
ま
し
た
。

　

国
立
音
楽
大
学
の
器

楽
科
で
得
意
の
ト
ロ
ン
ボ
ー
ン
を
専
攻
、

み
っ
ち
り
腕
を
磨
き
ま
し
た
。
教
職
に
就

き
音
楽
科
目
と
吹
奏
楽
部
を
指
導
、
指
揮

棒
を
振
り
ま
し
た
。
倉
敷
中
央
高
校
や
倉

敷
南
高
校
で
教
頭
職
を
務
め
定
年
退
職
し

ま
し
た
。

　

佐
藤
さ
ん
は
「
無
限
に

あ
る
曲
目
を
通
し
て
多
く

の
音
楽
や
人
と
の
出
会
い

が
あ
り
ま
し
た
。
元
気
の

源
で
す
」
と
益
々
、
意
気

軒
高
で
す
。

□
…
最
近
の
青
陵
関
係
の
倉

敷
市
文
化
章
受
章
者
は
小
山

裕
章
、
福
島
隆
壽
（
以
上
元

在
職
教
員
）、
岡
本
篤
（
13
期
）

の
皆
さ
ん
で
す
。

　倉敷の生んだ将棋・
大山康晴名人（のち十五

世名人）とともに将棋の普及に
取り組んだ北村実さん（３期）が、令和

７年７月、岡山県文化賞を受賞しました。
　北村さんは大学時代に将棋と出合い、
大山名人の知遇を得るとともに後輩を指
導、弟子の中から菅井竜也八段＝岡山市
出身＝が王位のタイトルを獲得しまし
た。女性の公式タイトル「倉敷藤花」戦の

創設にも尽力するなど60年にわたり将
棋界の発展に貢献してきました。
　この間、山陽新聞賞（社会功労）、倉敷市
文化章を受賞、日本将棋連盟公認指導員
の最高位「棋道正師範」を委嘱されていま
す。現在は倉敷市大山名人記念館長です。
　北村さんは「頑張ってきたことは確か
ですが、（受賞は）お恥ずかしいですよ」と
謙遜していました。

道ひとすじ60年道ひとすじ60年

岡山県文化賞

北村　実さん（３期）

＝将　棋＝

倉
敷
市
文
化
章  

佐
藤
道
郎
さ
ん（
22
期
） 

＝
吹
奏
楽
＝

167人参加、留学経験や就職話次々
（
赤
穂
由
望
奈
＝
あ
こ
う
・
ゆ
み
な
＝
さ
ん
は
60
期
で
す
。

令
和
７
年
１
月
13
日
付
山
陽
新
聞
「
集
い
」
コ
ー
ナ
ー

よ
り
） 倉

敷
青
陵
高
校
陸
上
競
技
部

広
瀬
洋
介
先
生
を
囲
む
会

ス
テ
ー
ジ
で
指
揮
を
す
る
佐
藤

道
郎
さ
ん
＝
令
和
３
年
ご
ろ

卒
業
後
初
の
同
窓
会
で
盛
り
上
が
っ
た
72
期
生

卒業後初  72期同窓会


